
収受欄 Ａ４判

課 長 課長補佐 係 長 合 議本庄市 記入例

給水装置

１５･５・１２

受第○○ 号

［正・副本各１部］給 水 装 置 工 事 申 込 書
平成 年 月 日○○ ○ ○

○○町水道事業管理者 副本は審査後、返却します

様○○町長 上 里 太 郎

（法人は所在地、名称、代表者名）申込時に記入済みであること

記入方法の指示を受けること 美里町大字児玉１２３－４住 所

（必ず記入する）フリガナ ホンジョウ イチロウ

印申込者（装置所有者）氏 名 本 庄 一 郎（個人は自署）○

個人は認印可電 話 ０４９５－１２－３４５６

法人は登記印

水道事業給水条例に基づき、下記のとおり給水装置の工事を申込みます。

なお、給水装置の工事及び管理並びに利害関係に係る一切の責任を負います。

この欄は受付職員が記入します

お 客 様 番 号 ※収 納 事 項 台帳記録 収 納 申込審査 設計審査

量水器口径 水道加入金 円改造は記入 84,000

φ 審査手数料 円１２３４５ ２０ 1,000mm

【 】工事施行場所 街区－ 画地美里町大字神川５６７－１ 区画整理 分譲の場合、 Ａ ８

【 】■ ■新設 φ 専用住宅□集合住宅□店舗□工場□農地□２０ mm

メータ口径変更工 事 の 種 別 □改造（増設含）[□増径・□減径φ φ ］mm mm›

給水装置所有権の喪失□撤去【φ 分水閉止により給水契約を解除】mm

工 事 の 原 因 通常工事 □開発・分譲 □公共事業による移転 □■

工事予定期間 平成 年 月から平成 年 月まで１５ ６ １５ １１

直結給水
給水方式の区分

■

□受水槽給水【□専用水道□簡易専用水道□小規模水槽（有効容量 ｔ 】）

委任状 案内図 設計審査書 平面図 立面図 公図（写）
添 付 書 類

■ ■ ■ ■ ■ ■

利害関係者承諾書 □■

上記申込みのとおり承認します。

平成○○年 ○月 ○日

申込時に記入済みであること↓

申込者（装置所有者） 様本 庄 一 郎

○○町水道事業管理者

印○○町長 上 里 太 郎 □



［正本１部］ ４版委 任 状 A

給水装置工事の申込みに関する一切の件を 指定給水装置工事事業者○○町

（所在地、名称、代表者名）
群馬県○○市○○町５４－１ ○省略印

株式会社 群馬水道 記入はパソコン入力、ゴム印を可とする

に委任します。代表取締役社長 神泉次郎

平成 年 月 日○○ ○ ○

美里町大字児玉１２３－４住 所

（必ず記入する）申込者（装置所有者） フリガナホンジョウ イチロウ

印氏 名本 庄 一 郎（個人は自署）○

給水装置等所有権譲渡申込書
譲渡申込みの有無は、各市町村に必ず確認してください。

この度、私は給水装置の新設等の申込みにあたって、公道等に布設する給水

装置等の所有権を 水道事業に譲渡いたします。貴町

なお、当該給水装置等の維持管理は、 でお願いいたします。貴町

月 日平成○○年 ○ ○

○○町水道事業管理者

様○○町長 上 里 太 郎

美里町大字児玉１２３－４住 所

（必ず記入する）申込者（装置所有者）フリガナ ホンジョウ イチロウ

印氏 名 本 庄 一 郎（個人は自署）○



案内図について

※様式は、指定しないので任意のものを使用してください。

※縮尺 ／ ～ 程度のＡ４版を添付する。1 2,500 3,000

※裏面に工事施行箇所及び申込者の氏名を記入すること （紛失防止のため）。

。※方位は、原則、上を北とし、給水装置の設置箇所は赤書きで明確に記入すること

※必ず目標物（公共施設、店舗等又は信号機付交差点）が表示されていること。

※給水管を全面道路から分岐するとき以外は、案内図に赤書きで経路を記入するこ

と。

公図について

※提出の有無は、各市町村に必ず確認してください。

※各市町村税務担当課又は法務局出張所において、発行したもの、若しくはそれら

の写しとする。

※縮尺 ／ ～ 程度のＡ４版を添付すること。1 500 600

※裏面に工事施行箇所及び申込者の氏名を記入すること （紛失防止のため）。

※方位は、原則、上を北とする。

※位置関係が把握できるよう配管の位置を表示すること。



４版A

[正・副本各１部]設 計 審 査 書
平成 年 月 日○○ ○ ○

群馬県○○市○○町５４－１所在地

株式会社 群馬水道指定工事業者 名 称

代表取締役社長 神泉次郎代表者

【 】工 事 施 行 場 所 街区－ 画地美里町大字神川５６７－１ Ａ ８

美里町大字児玉１２３－４ 本庄一郎申込者（装置所有者) 住所 氏名

【主任技術者 】使用材料一覧表 千代田三郎

名 称 規格・材質 単 位 数 量 製 造 者 名 摘 要

給水管 HI-VP φ20 指定材料ｍ ○○樹脂10

〃〃 SGP-VB φ13 ｍ 20 〃

〃継手 エルボ HI-VP φ20 個 2 〃

〃分岐サドル φ100×φ20 個 1 ○○工業

混合水栓 φ20 個 2 認証品目

〃〃 シャワー付 φ20 個 1

〃ボールタップ φ13 個 2

〃胴長水栓 φ13 個 １

〃水栓柱 個 １

特記事項



４版A

［正・副本各１部］設計平面図

【 】工 事 施 行 場 所 街区－ 画地美里町大字神川５６７－１

美里町大字児玉１２３－４ 本庄一郎申込者（装置所有者） 住所 氏名

（縮尺は ＝１／ ～１／ 程度） 方位（北を表示）S 100 200

NSGP-VB φ２０

φ２０１ 平面図F HI-VP

隣地

洗 浴

面 室 台所T

φ４０隣地 和室 和室 HI-VP

居間

６ｍ

ホール

※作図法は、各市町村異なりますので注意してく２ 平面図F

ださい

※隣地との境界、土地の形状、周辺道路、建物の間

取り（住宅、店舗等の用途）が明確に判別できる

こと。納戸 T

※建物等の平面、配管を描画するときは、図面全

体（黒枠）の中に収まるよう、建築確認等の図

面を適宜、縮小、拡大して、わかりやすく洋間

作図してください。洋間

※設計時のオフセットは不要



４版A

［正・副本各１部］設計立面図

工 事 施 行 場 所 【 街区－ 画】美里町大字神川５６７－１

美里町大字児玉１２３－４ 本庄一郎申込者（装置所有者） 住所 氏名

（縮尺は任意）

作図法

４５度

φ１３ボールタップ

３．３

HI-VP 20φ

φ 混合水栓 φ１３ボールタップφ 混合水栓13 13

13 5シャワー付 φ 混合水栓 １．

1 5 0 5 7 0． ． ．

3 5 0 2． ．

HI-VP 40φ ．13SV 2 0 φ

13 1 0 0 5φ 水栓柱 ． ．

１．７ ４．０

φ１３SGP-VB

※立面図は、全体のバランス、配置に注意すること。

※管種・給水器具等の名称、口径、各継手間の距離を明記する。



４版A

[正本１部]利害関係者承諾書

美里町大字児玉１２３－４申込者（装置所有者）住所

本庄一郎氏名

私は、上記の者が 【 街区－ 画地】において施行美里町大字神川５６７－１

する給水装置工事に関し、下記のとおり承諾いたします。

平成○○年 ○ 月 ○日

■私所有の土地( 番地)を使用することについて美里町大字神川５６７－１

印所有者 住所 氏名美里町大字神川４５６－１ 児玉四郎（個人は自署）○

□私所有の土地( 番地)を使用することについて

印所有者 住所 氏名 ○

□私所有の土地( 番地)を使用することについて

印所有者 住所 氏名 ○

□私所有の土地( 番地)を使用することについて

印所有者 住所 氏名 ○

□私所有の家屋（工作物）を使用することについて

印所有者 住所 氏名 ○

□私所有の家屋（工作物）を使用することについて

印所有者 住所 氏名 ○

■私所有の給水装置（共用管）から分岐引用することについて

所有者（お客様番号 ）００１２３

印住所 氏名美里町大字神川５６０－１ 埼玉五郎（個人は自署）○

□申込者（装置所有者）の代理人（給水区域内在住者）に選任されることについて
印代理人 住所 氏名 ○

□申込者（装置所有者）が所有する装置の管理人に選任されることについて

印管理人 住所 氏名 ○

※ 土地、家屋、共用給水管の所有者が申込者と することが同一人の場合は、押印を省略

できる。

※ 分岐にあたって、給水装置（共用管）の共有者等利害関係者が複数存在する場合は、

別途添付すること。



収受欄 ４版A

課 長 課長補佐 係 長 水技管 合 議本庄市

給水装置

15・10・15

受第 号

［正・副本各１部］給水装置工事竣工検査申請書

平成 年 月 日○○ ○ ○

○○町水道事業管理者 申請時に記入済みであること

○○町長 上 里 太 郎 記入方法の指示を受けること様

群馬県○○市○○町５４－１所在地

印指定工事業者 名 称 株式会社 群馬水道 ○

代表取締役 神泉次郎代表者

下記のとおり、給水装置工事が竣工したので検査を申請します。

番号・日付を記入 この欄は受付職員が記入します

申請受付 検査受付お客様番号 申込書収受日 ※収納事項 収 納台帳記録

mm改造は記入 第 号 量水器口径φ○○ 20

平成 年 月 日 検査手数料 円１２３４５ 2,000

美里町大字児玉１２３－４ 本庄一郎申込者 装置所有者 住所 氏名（ ）

工事施行場所 【 街区－ 画地】美里町大字神川５６７－１ 区画整理、分譲の場合 A ８

■新設【φ 】20 mm

メータ口径変更工 事 の 種 別 □改造（増設含 【□増径・□減径φ φ 】） mm mm›

給水装置所有権の喪失□撤去【分水閉止による給水契約の解除】

添 付 書 類 ■平面図 ■立面図 ■工事施行確認票 □工事記録写真

竣工検査結果通知
この欄は検査職員が記入します

施行完了年月日 平成 年 月 日

印検査職員 職名 氏名 ○

上記工事の竣工検査を行った結果、合格したので通知します。

申請時に記入済みであること平成 年 月 日

記入方法の指示を受けること

○○町水道事業管理者→

印○○町長 上里太郎 □



[正本１部] ４版給水装置工事施行確認票 A

【 】工 事 施 行 場 所 街区－ 画地美里町大字神川５６７－１

美里町大字児玉１２３－４ 本庄一郎申込者（装置所有者） 住所 氏名

□道路等工事箇所の構造及び既設水道管、他企業者が管理する埋設物の有無並びに周辺調査

の状況、計画使用水量等の把握をすること。

□水道事業者及び各行政機関との連絡調整、協議及び許可等の有無を確認すること。

□工事箇所が確認できるよう、道路等の経路、目標となる建物等が記入されていること。図面

□方位、土地、建物の位置、構造及び道路等周辺の状況がわかりやすく描画されている

こと。

□平面図、立面図双方が整合し、配管の経路、口径、材質、延長が記入されていること。

□メーター、止水栓の位置がオフセット図に記入されていること。

□分岐部から末端の給水用具等までの区間に構造及び材質の基準に適合した材料を使用

し、かつ適切な工法がとられていること。

□分岐部からメーター付近までの区間に指定材料が使用されていること。

□給水管の口径、延長、経路及び給水用具等の位置が竣工図と一致すること。現場

□メーター及び止水栓（筺、桝類を含む）は、逆付け、片寄り、傾きがなく、水平に取

付けられていること。

□メーターの位置は、損壊のおそれがなく、検針、交換に支障がないこと。

□給水管は、所定の埋設深さが確保されていること。

□配水管に影響を及ぼすおそれのあるポンプが直接連結されていないこと。

□水の汚染、破壊、浸食、逆流、凍結等の防止対策がなされていること。

□クロスコネクション（誤接合）がなされていないこと。

□給水管及び給水用具は、性能基準適合品が使用され、適切な接合がされていること。

□通水後、給水用具からの吐水量及びメーター、給水用具の動作状態を確認する。機能

□充水、空気の排気、加圧（ ． 、２分程度 、継手部分の脱落その他異常のな耐圧 1 75Mpa ）

いことを確認すること。

□水栓から採水し、臭気、味、色、濁り、遊離残留塩素（ ． ㎎ 以上）を確認する水質 0 1 /l

こと。

上記のとおり、水道事業者との連絡調整及び工事に関する技術上の管理並びに構造及び材質

の基準に適合していることの確認その他の施行状況について、確認しました。

※以上の欄は主任技術者がチェックをし、現地等において平成 年 月 日○○ ○ ○

検査職員に提出すること （詳細は各市町村の指示による）。

水道課検査職員 様○○町

指定工事業者名 株式会社 群馬水道

印主任技術者氏名 千代田三郎 ○



４版A

［正・副本各１部］竣工平面図

【 】工 事 施 行 場 所 街区－ 画地美里町大字神川５６７－１

美里町大字児玉１２３－４ 本庄一郎申込者（装置所有者) 住所 氏名

（縮尺は ＝１／ ～１／ 程度） 方位（北を表示）S 100 200

NSGP-VB φ２０

φ２０１ 平面図F HI-VP

隣地

洗 浴

面 室 台所T

φ４０隣地 和室 和室 HI-VP

居間

６ｍ

ホール

２ 平面図F

納戸 オフセット図T

1 5洋間 ．

洋間 道路

1 0．

電柱



４版A

［正・副本各１部］竣工立面図

【 】工 事 施 行 場 所 街区－ 画地美里町大字神川５６７－１

美里町大字児玉１２３－４ 本庄一郎申込者（装置所有者) 住所 氏名

（縮尺は任意）

作図法

４５度

φ１３ボールタップ

３．３

HI-VP 20φ

φ 混合水栓 φ１３ボールタップφ 混合水栓13 13

13 5φ 混合水栓 １．

1 5 0 5 7 0． ． ．

8 0 3 5 0 2． ． ．

HI-VP 40φ ．13SV 2 0 φ

φ 水栓柱13

φ１３SGP-VB



４版A

工 事 記 録 写 真
【 街区－ 画地】工 事 施 行 場 所 美里町大字神川５６７－１

美里町大字児玉１２３－４ 本庄一郎申込者（装置所有者）住所 氏名

B撮影箇所 Ａ

△△ △※写真の提出の有無は、各市町村に確認して

ください

A※撮影の位置は、その都度、指示を受けてください

△

C

配水管への穿孔作業のA

状況

撮影箇所 主配管の布設状況B B

その他指示を受けたC

箇所

撮影箇所


